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１．はじめに 

 熊本の緑川流域では，古代から舟運，鉄道などの物流

基盤によって流域の湊町が結ばれていた．緑川流域の物

流と都市の関係を考えることは熊本平野の都市形成を

見る上で重要である． 

 本研究の目的は，緑川流域の物流と都市の関係を考察

するために，緑川流域の舟運と鉄道の物流の歴史を整理

し，流域の湊町間のネットワークを明らかにすることを

目的とする． 

 

２．研究対象地の概要 

 緑川流域の特徴を明らかにするために，流域の地形を

把握し，流域の第一次産業を整理した．図 1に対象地と

第一次産業の分布を示す． 

図 1 緑川流域の河川と産業形態 
（国土地理院 1/50000 地形図を元に作成） 

（1）緑川流域の概要 

緑川は源を九州山地北西部にある三方山に発し，急峻

な山岳地帯を流下しながら多くの支流と合流して熊本

平野に達し，御船川，加勢川などを合流し，有明海に注

ぐ幹川流路延長は 76km の河川である． 

流域面積は1，100km2で熊本県の約7分の1を占め， 流

域には約 49．5 万人の人々が生活している．流域の地

形・地質は北北西－南南東方向の地質構造と阿蘇火山の

影響を受けている．流域の上流部は，急峻な産地に囲ま

れ，中流部は段丘があり，下流部には熊本平野が広がっ

ており，それは有明海に面している． 

このように緑川流域は，上流部は急峻な地形に囲まれ，

下流部に広大な熊本平野が広がり，そこに上流から緑川

を中心に河川が注ぎ流域を潤している． 

（2）緑川流域の第一次産業 

 緑川流域は，上流部は急峻な産地に囲まれており，森

林資源が豊富に存在するため，かつてから林業が盛んで

あった．また，手蝶山では，石灰石が古くから利用され

ていたことなどからかつては鉱業も盛んであった．さら

に，準寒冷地の冷涼な気候と清流が農産物を育んでおり，

高原野菜が作られている． 上・中流域ではアユ・コイ・

ウナギなどの内水面漁業が行われている．下流部の広大

な熊本平野は，阿蘇山の西側の山ろくからのびる台地と，

島原湾に臨む低地からなる．肥沃な土壌に恵まれている

ため，県有数の穀倉地帯であり，稲作や野菜栽培などの

農業が盛んである．このように，緑川流域には，上流，

中流，下流とそれぞれの地域の地形を生かした第一次産

業が存在することが分かった．それらは，かつてから流

域内外で生産・消費，また加工，販売されることを考え

るとそれらの輸出入，すなわち物流が必要であったと考

えることができる． 

 

 ３．緑川流域の物流のネットワークに関する分析 

近代にかけて緑川流域の物流は舟運，鉄道で行われ，

それらにより流域内外にネットワークを形成していた．

これを整理するために，舟運と鉄道の変遷を表 1にまと

め分析を行った． 

（1）緑川流域の物流の変遷 

1）舟運中心の時代・前期 

近世時代は，川尻に蔵があり，そこに流域の年貢米を

納めていた．緑川流域の上，中流部に位置する甲佐，御

船からも舟運で米を川尻へと運んでいた． 

土木学会西部支部研究発表会 (2009.3)IV-005

-599-



図 1 緑川流域の物流の変遷（参考文献 1）2）3）4）を元に作成） 

※●舟運．▲鉄道．■治水．洪水 

明治時代になると，川尻町に鉄道が開通したことによ

り，熊本と川尻の間で舟運と鉄道が連結したネットワー

クが新たにできたことがわかる． 

2）舟運中心の時代・後期 

明治時代は，緑川上流からの材木の輸送が盛んであった．

上流で伐採された材木を御船町や甲佐町に集積し，筏や

川舟に積んで緑川を下り，下流部の川尻へと運んでいた．

また．御船に精米水車ができ，そこで造酒のための精米

ができるようになり，川尻から精米のために舟運で米を

御船へ運んでいた．また，甲佐は石灰が取れるため，漆

喰や肥料となる石灰を熊本平野に運ぶために舟運で石

灰を運んでいた． 

大正・昭和時代になると，舟運のネットワークは継続

されながらも，熊延鉄道が南熊本から砥用町まで開通し

たことにより，大牟田，大津，阿蘇方面へと物流のネッ

トワークが拡大したことが分かる． 

（3）まとめ 

緑川流域の物流のネットワークは，まず，流域の地域

の産業物資が集積するそれぞれの湊町を拠点とし，さら

に，それらを結び流通させる舟運を基盤として形成され

た．近代以降は，鉄道によりその範囲を拡大し，新たな

ネットワークを築いたといえる． 

3）舟運と鉄道の連携時代 

 明治時代の後期になると，川尻に九州鉄道が開通した

ことにより，舟運で川尻に運ばれた物資の鉄道への積み

替えが可能となった． 

 大正・昭和時代になると，舟運が続いている中，南熊

本から砥用までを結んだ熊延鉄道が設立した．南熊本駅

は，豊肥線とも連結していたため，大津・阿蘇方面，大

牟田方面へと輸送が可能となった．上流で取れる石灰石

や材木は，大牟田の三池炭鉱へと実際に輸送されていた．

しかし，昭和 30 年代に入り，トラックによる輸送の発

達などにより舟運や鉄道は衰退した． 

４．おわりに 

 本研究では，緑川流域の概要と第一次産業の形態を整

理し，緑川流域について把握した．また，緑川流域の物

流の変遷を整理した．さらに，そこから明らかになった

物流のネットワークをまとめた． 今後，今回分析した

内容を元に湊町の形成過程を分析する予定である． 
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（2）物流のネットワークの変遷に関する分析 

 近世時代におけるネットワークは，湊町川尻を拠点と

して御船町，甲佐町を結ぶ舟運のネットワークの基礎が

できていたことが分かる． 

土木学会西部支部研究発表会 (2009.3)IV-005

-600-


